
 
 
 
  

問題 

解決策 

装置メーカーHydrep 社の液処理グループでは、顧客から、特注の潤滑・洗浄機械

の設計を要求されていました。顧客はアルミ製プレートをレーザー切断した後、洗

浄し乾燥する必要がありました。この後にプレートを溶接する必要があるため、表

面に汚れが残らないようしっかりと乾かすことが重要です。以前は圧力洗浄機を使

って手動で鋼板を洗浄し、コンプレッサーエアーガンで乾燥していましたが、この

工程は大変時間と手間ががかかっていました。手作業では乾燥や洗浄が不完全なこ

ともあり、製品がさびることもありました。 

洗浄用、リンス用、および乾燥用のノズルヘッダーを解決策として提案しました。

最初のヘッダーには 13 個の高圧 WashJet®ノズルが取り付けられており、17.2bar

で再生水を噴霧します。洗浄ヘッダーの後には 7個の VeeJet®ノズルを取り付けた

ヘッダーを設置し、5.5MPaで板をリンスします。最後に、ブロア駆動の 36” (914 

mm) WindJet®ブロアナイフをコンベアの上下に設置し、アルミ板の両面を水切りし

ます。 

装置メーカーが洗浄・乾燥システムで製品品質を改善

年間約 420 万円のコストを削減 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

効果 

SDGs(Sustainability Development Goals:持続可能な開発目標)は、2015 年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 のアジェンダ」

に記載された 2030 年までの国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから

構成されており、国や企業に対し活動要請されています。当社は事業活動を通

じて SDGs の達成に向け貢献します。 

この洗浄・乾燥システムにより、Hydrep 社は製品品質の向上と生産性向上を実

現しました。顧客先での返品パーツは 5%減少し、製品の再加工依頼率は 20%減少

しました。WashJet®、VeeJet®、および WindJet®製品を使用することで、ランニ

ングコストも削減。水の使用量が劇的にダウンし、コンプレッサーエアーは不要

になりました。新しいスプレー装置が設置されて以来、大幅に生産性が向上した

ため、洗浄及び乾燥作業を行っていた従業員は他の作業へ配置転換されることと

なりました。 

➡１か月あたり約 35 万円削減 
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